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歳入歳入歳入歳入        ２２２２４４４４４４４４億億億億２２２２，，，，０４００４００４００４０万万万万３３３３，，，，４０８４０８４０８４０８円円円円    

歳出歳出歳出歳出        ２３８２３８２３８２３８億億億億２２２２，，，，７２３７２３７２３７２３万万万万４４４４，，，，７５６７５６７５６７５６円円円円    

 

 

 平成２０年１２月市議会定例会で認定された『平成１９年度南丹市一般会計・特別会計決算』

の概要についてお知らせします。 

 

 平成１９年度の一般会計決算額は、市に入ったお金（歳入）が２４４億２，０４０万３，４０８円、

使ったお金（歳出）が２３８億２，７２３万４，７５６円で、差し引きすると５億９，３１６万８，６５２円と

なり、この内から翌年度への繰越財源１億８，３９３万５，０００円を除いた４億９２３万３，６５２円

が黒字となりました。 

 ただし、その歳入には、市の貯金といえる基金を取り崩した１０億３，２２５万２，８０１円や、前

年度からの繰越金９億１，７５２万６，９４４円が含まれています。 

 歳入で一番多いのは、標準的な行政サービスを行うために交付される「地方交付税」が９２億

３，２０５万８，０００円、歳入全体の３７．８％を占めています。続いて、市民税や固定資産税な

どの「市税」で４６億７，３９７万８，０３５円（１９．１％）の順となっています。 

 歳出は公共施設の建設事業費などの財源として借り入れた市債を返済する経費の「公債

費」が４２億４，９７１万４，９９０円と最も多く、歳出全体の１７．８％を占めています。続いて道路、

河川、公園などのまちづくり施設の整備を進める「土木費」が４１億８，３１７万７，９０３円（１７．

６％）となっています。 

 そのほか、８つの特別会計（企業会計は除く）は、すべて黒字で今年も健全財政を維持して

おります。 

 本市は、学校施設建設や道路・公園整備など、多様な市民要望に応え、社会資本の整備を

積極的に進めてきました。一方で、これら施設整備などに伴い多額の市債を発行してきた結果、

その償還のための公債費や景気の低迷、少子・高齢化社会などに対応した福祉施策拡充の

ための扶助費などの義務的経費が増加し、財政構造の硬直化が進み厳しい財政状況となっ

ています。 

 このような状況の中、安定した財政基盤を確立し、将来に希望の持てる南丹市を実現するた

め「南丹市総合振興計画・実施計画」や「南丹市行政改革大綱・南丹市行政改革推進計画」

に基づき改革を進め実施事業計画を公表し事業の重点化を図るなかで、森・里・街がきらめき、

次代を切り拓くまちづくりを推進していきます。 


